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2016 年（平成 28 年） １１月度 理事会議事録  
 

【日時】 2016 年 １１月 1９日（土） 9:45 開始 – 12：00 終了 
【場所】 JSPE 溜池事務所 および スカイプ 

【出席者】 14 名 （うちスカイプ 計７名 ●印） 

（理事）●川村、●阪井、●柴山、●小口、●横山、渋谷、山浦、鈴木、三野、出家、峯松 

●寺田、 

（監事）植村、●竹政  

【欠席者】 3 名 村瀬、森口、森山 

  

【審議事項】  

 

 議事進行者川村会長より書記、承認者を指名  書記：山浦、承認者：川村、阪井、柴山 

 

 前回までの理事会からの宿題事項確認 

 

 会員数推移（会員） ・・・ 資料 01 

９月度理事会後 PE 177 名 準 PE 68 名 FE 82 名 AF 23 名 ST 4 名 合計 354 名 

今理事会時点  PE 179 名 準 PE 65 名 FE 83 名 AF 26 名 ST 5 名 合計 358 名    

特記事項 ： 外国人２名入会 

 

4.  会計業務委託見積（会計）・・・資料 02 

 会計業務が多忙であり、会計業務の外注化を検討している。 

 外部委託した場合の業務フローを渋谷理事が作成し、知り合いのＮＰＯ法人会計の経験がある税

理士事務所から見積を入手した。一方で、会長が大阪地区で事務代行を行っている A 社から会

計業務、及び会計+会員管理業務の見積をとった。 

 会計業務見積額については概ね同等であるが、A 社の方は郵送事務等の物理的業務代行を得

意としているが、会計業務等の専門デスクワークには必ずしも精通していないことが懸念され、税

理士事務所を前提に協議。 

 費目分類、キャッシュフロー管理は JSPE 会計が従来通り行う必要があるため、委託する場合は

出納業務（支払い/支出、請求/入金、貸借対照表）に限ることにした。この場合は、現状の見積で

は概ね 30 万円/年程度の費用となる見込み。 

 上記の条件で、次回の理事会までに、渋谷理事が税理士事務所と業務委託内容について調整し、

契約書ドラフトを準備する方向とした。（契約書については会長、阪井理事、及び横山理事サポー

ト） 

 

5.  CPI サーバー、会員データベース更新の件 （峯松理事） 

 会計と同じく会員管理業務の負担が大きく、会員データベースシステム改修を検討している。 

 峯松理事より、調査結果が以下の通り報告された。 

(ア) 前回理事会で試用を依頼された杏林舎の KaMsys（カムシス）の評価結果報告 

KaMsys は、事務所のパソコンで作業する場合は、大変便利なツールであるが、遠隔地から Web

ベースで作業ができないので、JSPE の会員管理には使用できない。 

（イ） ＡＳＰ（アプリケーションサービスプロバイダ）を活用した、会員データベース再構築提案 

 学会や NPO などは、有料の ASP（アプリケーションサービスプロバイダ）を活用して会員管理

を行う方向になっており、JSPE も会員管理、メーリングリスト管理、各種イベント管理に APS

を使用したい。この場合は会長や会員部会の小口理事からの改善要望にほぼ対応できる。 
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 峯松 理事の職場近くのシクミネットのサービスを調査した。年間ランニングコストは、一斉メ

ール発信機能と、会費払い込みを JSPE 負担とした条件で 30 万円/年弱（2 万円/月）。条件

を下げれば減額できる（一斉メール発信機能 8 千円/月）。初期設定費用が別途 6.3 円必要。 

 各理事の意見は導入に前向きであった。以下に示す理事会での質問等について更に峯松理

事の方で調査を行う。広報部会と会員部会にシクミネットのマニュアルを送り確認してもらい、

質問があれば出してもらうことにした。 

 JSPE サーバーで担っている業務を、APS サーバーに移行できないか。（Web ページ用の

別サーバーは最低必要） 

 会員の会費支払いが ASP 経由で行われた場合、支払いの度に通知をもらうことは可能

か？ 

 一斉メール機能は、現状サーバーで対応できているので、必要ではない。 

 会費請求は郵送と併用が必要と思われるので、宛名印刷ができる機能が必要。 

 初めて登録する場合は、どのようにしてアクセスするのか？ 

 海外からのカード支払いに制約はないか？ 

 等々 

 

6. SAME 沖縄からの鬼金出張セミナー打診について （会長） 

 SAME 沖縄シンポジウム（2016.11.7～8）に参加した際に、米軍（沖縄）の方から、在沖日本人に

対する鬼金セミナー開催の要請を受けた。旅費も出すとのことなので、一度見積を作成し SAME

沖縄スタッフと調整を行いたい。特に異議はなく了承された。 

 

7. 日本国内ミャンマー人エンジニアに対する支援案（峯松理事） 

 PE 会員日野さんから、日本在住のミャンマー人エンジニアの支援の提案が、峯松理事の方にあ

り、峯松理事より内容紹介があった。 

 ミャンマー人エンジニアを日本企業に派遣する会社（グローカルインク）の代表者（森さん）より、

JSPE に交流の要請があった。日本技術士会にサポートをお願いしたが断られた経緯があるらし

い。 

 JSPE の各種セミナーへ参加や、交流を深めることで、ミャンマー人エンジニアの国際化（PE 取

得）の手助けをしたいようである。 

 総論としては賛成であるが、JSPE は会員から会費を取ってサービスをしているので、現状の会

員の不利益とならないように、一般会員としての入会などを勧めるなどを検討する必要があるの

ではないかとの意見があった。 

 PE 資格取得のサポートを受けたいとのことであれば、日本での第三国者 FE,PE 受験はこれまで

も条件付で JPEC に認めてられてきた実績があるが、米州 PE 登録まで目指すとなると、第三国

での卒業大学シラバスの全文英訳はあるのかなども確認しておくべき。制約があれば、伝えて

おいた方がよい。 

 峯松理事より、グローカルの森さんと話を行い、実情の調査を行うこととした。また、YEP への参

加も打診することとした。 

 

【報告事項】 （報告予定事項と提議者・部会名を記載のこと） 

 

1. 金沢工業大学夏目賢一先生との交信 (横山理事) 

産業技術史学会に昨年掲載された1990年代の技術士とPEに関する 論文を入手。接点ができたので、

今後も連絡を取り合う。要請あれば金沢工業大学の学生に対する PE 説明出張セミナーを計画する。 
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2. 鬼金セミナー 準備状況 ：鬼金分会 

(1)Project Cases practiced by Professional Engineers and PMBOK® Guide -1 コース終了 

 第 1 回 2016 年 9 月 3 日(土) 阪井敦   T:2.0 L:0.5 S:0.5 

 第 2 回 2016 年 10 月 8 日(土)  川村武也  T:0.5 L:2.0 S:0.5 

 第 3 回 2016 年 11 月 5 日(土)    森山亮    T:0.5 L:0.5 S:2.0 

  Technical：3h、Leadership：3h、Strategic :3h 

（2）Project Cases practiced by Professional Engineers and PMBOK® Guide -2 実施予定 

 第 4 回 2016 年 12 月 3 日(土) 森口智規 T:2.0 L:0.5 S:0.5 

 第 5 回 2017 年  1 月 14 日(土)  江本   剛  T:0.5 L:2.0 S:0.5   

 第 6 回 2017 年  2 月 18 日(土)   北林孝顕 T:0.5 L:0.5 S:2.0  

  Technical：3h、Leadership：3h、Strategic :3h 

 

3. YEP 準備状況：教育部会 

(1)関西 YEP(12 月 3 日 18:00-21:00) 

 神戸三宮のイルアルバータ神戸の個室（20 名）を予約した。20 以上集める必要あるので、幹事

は集客お願いしたい。 

 

(2)関東 YEP(12 月 10 日 17:00-19:30) 

 昨年と同じくイタリアン P 酒場を予約。25 名以上が貸し切りの条件であるので、広く声をかけて欲

し（11/16 時点で 9 名）。参加を予定している方は、Survey Monkey への入力をお願いしたい。 

 また、SAME の Katie 氏より、12/10 のセミナー・YEP への出席を検討したい旨の連絡があり、簡

易に英語版の案内を作成し、検討いただいている。 

 

4. シラバス英訳支援（小口理事） 

FE 会員から 1 件申し込みがあり、事前の単位数評価と見積もりが完了した段階。 

PE 試験合格前の人のシラバス評価は、現時点で JPEC は求めていないので、JSPE として行うか

否かのガイドラインが必要ではないかとの意見があった。これに対して、会長より、PE 制度の本来

の姿は FE 受験時に学歴評価を行っておくというものであり、シラバス評価の裾野を広げていく上で

も、現状順番待ちという状況にもないので、対応して行きたいとの意向が示された。 

 

5. SAME 沖縄シンポジウム出張報告 （川村） 

上記シンポジウムに参加した。詳細は出張報告（資料 03 JSPE16-020-01）による。また、以下の

コンタクトがあった。 

 沖縄現地のコンクリート業者からのコンタクト 

 岩国基地米軍の方からの、PE 紹介の依頼 

 ＰＭＰセミナーの沖縄開催要請 

 

岩国基地からの要請に関しては、要請内容の整理を求めており、内容が分かれば理事会で協議

したい。但し、斡旋業務はできないと伝えている。ＰＭＰセミナーについては見積を提出して反応を

見る。 

AIA（アメリカ建築学会）日本支部（資料04）からも発表があったが、こことの交流が面白いかもしれ

ない。 

 

6.  九州地区 JSPE 会員との会合（鈴木理事） 

現在九州地区の JSPE 会員一名と、12 月、又は 1 月に理事と九州地区会員との会合を行う方向で

協議をしている。方向性が固まれば、九州地区会員に連絡を取り具体的な計画を策定する。 
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7.  広報部会報告 （広報部会 柴山） 

役員より指摘のあった会員サイトログイン時のウェブサイトの問題点について対応済み。英語での

対応を希望する入会者への対応として、英語版入会申請書をウェブサイトへ掲示することを検討

したい。 

以上 

 

 

【次回理事会予定】  1 月 21 日（土）9:30〜         

 

                           【議事承認印】 

承認 川村武也  

承認 阪井 敦 

承認 柴山美香 

書記 山浦良久 

 


